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Ⅴ
行
使
の
確
実
性
を
高
め
る
し
く
み
を
備
え
る

新
株
予
約
権
に
よ
る
資
金
調

達
時
の
対
話
の
ポ
イ
ン
ト

は
じ
め
に

新
株
予
約
権
と
は
、
行
使
期
間
内
に
一

定
の
行
使
価
額
を
支
払
っ
て
発
行
会
社
か

ら
株
式
を
取
得
す
る
権
利
を
い
う
。
株
式

の
市
場
価
格
が
新
株
予
約
権
の
行
使
価
額

を
上
回
る
場
合（
い
わ
ゆ
る
イ
ン
・
ザ
・

マ
ネ
ー
の
状
態
）に
は
、
新
株
予
約
権
者

は
、
市
場
価
格
よ
り
低
い
価
額
で
発
行
会

社
の
株
式
を
取
得
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

他
方
、
新
株
予
約
権
は
権
利（
オ
プ
シ
ョ

ン
）で
あ
る
た
め
、
株
式
の
市
場
価
格
が

新
株
予
約
権
の
行
使
価
額
を
下
回
る
場
合

（
い
わ
ゆ
る
ア
ウ
ト
・
オ
ブ
・
ザ
・
マ
ネ
ー

の
状
態
）で
も
、
新
株
予
約
権
者
は
株
式

に
係
る
払
込
み
を
強
制
さ
れ
な
い
た
め
、

株
価
下
落
に
よ
る
ダ
ウ
ン
サ
イ
ド
・
リ
ス

ク
を
負
わ
な
い
。
ま
た
、
新
株
予
約
権
の

発
行
に
際
し
て
は
、払
込
み
を
要
し
な
い
、

す
な
わ
ち
無
償
で
の
発
行
も
可
能
で
あ
る

（
た
だ
し
、
会
社
法
上
の
有
利
発
行
規
制

は
及
ぶ
）。
こ
の
よ
う
な
新
株
予
約
権
の

性
質
ゆ
え
に
、イ
ン
セ
ン
テ
ィ
ブ
報
酬（
い

わ
ゆ
る
ス
ト
ッ
ク
・
オ
プ
シ
ョ
ン
）や
買

収
防
衛
策（
著
名
な
例
と
し
て
ブ
ル
ド
ッ

ク
ソ
ー
ス
事
件
が
あ
る
）等
、
多
様
な
用

途
に
用
い
ら
れ
て
い
る
。

資
金
調
達
手
法
と
い
う
観
点
で
は
、
新

株
予
約
権
の
性
質
上
、
①
新
株
予
約
権
の

発
行
時
点
に
お
け
る
調
達
価
額
が
通
常
の

株
式
発
行
の
場
合
等
と
比
べ
る
と
僅
少
で

あ
り
、
即
時
の
資
金
調
達
・
資
本
増
強
が

困
難
で
あ
る
こ
と
や
、
②
行
使
の
時
期
や

個
数
が
専
ら
新
株
予
約
権
者
の
裁
量
に
委

ね
ら
れ
て
お
り
、
発
行
会
社
の
意
図
す
る

時
期
に
お
け
る
資
金
調
達
や
最
終
的
な
調

達
金
額
が
必
ず
し
も
保
証
さ
れ
て
い
な
い

点
に
留
意
が
必
要
で
あ
る
。
他
方
で
、
既

存
株
主
か
ら
す
れ
ば
、
潜
在
的
な
議
決
権

比
率
の
希
薄
化
は
生
じ
る
も
の
の
、
株
式

発
行
の
場
合
と
異
な
り
希
薄
化
の
生
じ
る

時
期
が
分
散
さ
れ
、
ま
た
、
株
価
へ
の
悪

影
響
も
一
定
程
度
軽
減
さ
れ
る
こ
と
が
期

待
で
き
る
。
ま
た
、
投
資
家
と
し
て
は
、

将
来
の
株
価
下
落
に
よ
る
ダ
ウ
ン
サ
イ

ド
・
リ
ス
ク
が
限
定
さ
れ
て
い
る
と
い
っ

た
メ
リ
ッ
ト
が
あ
る
。

も
っ
と
も
、
近
時
は
、
そ
の
商
品
設
計

に
工
夫
を
施
す
こ
と
で
、
主
と
し
て
前
記

②
の
リ
ス
ク
を
低
減
す
る
こ
と
に
よ
り
、

新
株
予
約
権
を
活
用
し
た
資
金
調
達
も
一

般
的
に
行
わ
れ
る
よ
う
に
な
っ
て
い
る
。

エ
ク
イ
テ
ィ・コ
ミ
ッ

ト
メ
ン
ト
ラ
イ
ン

⑴　
メ
リ
ッ
ト

Ｑ
：
エ
ク
イ
テ
ィ
・
コ
ミ
ッ
ト
メ
ン
ト
ラ

イ
ン
の
発
行
会
社
の
メ
リ
ッ
ト
と
は
？

前
記
の
と
お
り
、
新
株
予
約
権
は
権
利

（
オ
プ
シ
ョ
ン
）で
あ
り
、
新
株
予
約
権
者

が
そ
の
裁
量
に
よ
り
新
株
予
約
権
の
行
使

の
時
期
や
個
数
を
決
定
す
る
と
い
う
の
が

本
来
の
性
質
で
あ
る
。
エ
ク
イ
テ
ィ
・
コ

ミ
ッ
ト
メ
ン
ト
ラ
イ
ン
は
、
か
か
る
新
株

予
約
権
の
本
来
の
性
質
を
、
発
行
会
社
お

よ
び
割
当
先
間
の
合
意
と
い
う
形
で
制
限

し
、
逆
に
、
発
行
会
社
が
新
株
予
約
権
の

行
使
の
時
期
や
個
数
の
決
定
に
影
響
力
を

持
つ
こ
と
で
、
発
行
会
社
が
必
要
と
す
る

タ
イ
ミ
ン
グ
で
の
新
株
予
約
権
の
行
使
を

実
現
さ
せ
、
柔
軟
か
つ
機
動
的
な
資
金
調

達
を
可
能
と
す
る
も
の
で
あ
る
。

⑵　
商
品
設
計

Ｑ
：
コ
ミ
ッ
ト
メ
ン
ト
条
項
は
ど
の
よ
う

な
内
容
か
？

エ
ク
イ
テ
ィ
・
コ
ミ
ッ
ト
メ
ン
ト
ラ
イ

ン
は
、
発
行
会
社
が
第
三
者
割
当
の
方
法

に
よ
り
、
割
当
先
に
新
株
予
約
権
を
割
り

当
て
る
と
と
も
に
、
割
当
先
と
の
間
で
、

コ
ミ
ッ
ト
メ
ン
ト
条
項
の
付
さ
れ
た
新
株

予
約
権
割
当
契
約
を
締
結
す
る
と
い
う
形

で
行
わ
れ
る
。コ
ミ
ッ
ト
メ
ン
ト
条
項
は
、

発
行
会
社
と
割
当
先
の
合
意
に
よ
り
、
さ

ま
ざ
ま
な
ア
レ
ン
ジ
が
可
能
で
あ
る
。

エ
ク
イ
テ
ィ
・
コ
ミ
ッ
ト
メ
ン
ト
ラ
イ

ン
に
お
い
て
は
、
発
行
会
社
が
新
株
予
約

権
の
行
使
の
時
期
や
個
数
の
決
定
に
一
定

程
度
関
与
す
る
こ
と
が
可
能
と
な
る
。
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